
裁
判
所
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
新
旧
対
照
条
文

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

○

裁
判
所
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
九
号
）

改

正

案

現

行

第
六
十
七
条
の
二

（
修
習
資
金
の
貸
与
等
）

（
略
）

第
六
十
七
条
の
二

（
修
習
資
金
の
貸
与
等
）

（
同
上
）

②

（
略
）

②

（
同
上
）

③

最
高
裁
判
所
は
、
修
習
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
が
災
害
、
傷
病
そ
の
他
や
む

③

最
高
裁
判
所
は
、
修
習
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
が
災
害
、
傷
病
そ
の
他
や
む

を
得
な
い
理
由
に
よ
り
修
習
資
金
を
返
還
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
つ
た
と
き
、
又

を
得
な
い
理
由
に
よ
り
修
習
資
金
を
返
還
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
つ
た
と
き
は
、

は
修
習
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
修
習
資
金
を
返
還
す
る
こ
と
が
経
済

そ
の
返
還
の
期
限
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
国
の

的
に
困
難
で
あ
る
事
由
と
し
て
最
高
裁
判
所
の
定
め
る
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
そ

債
権
の
管
理
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
二
十
六

の
返
還
の
期
限
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
国
の
債

条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

権
の
管
理
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
二
十
六
条

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

④
・
⑤

（
略
）

④
・
⑤

（
同
上
）


